
 

 

留学生の指導教員のためのガイド   

お問い合わせ先 ★: 国際化推進センターへ  ☆: グローバル推進課へ 

 

      

 

１．国際化推進センターの日本語クラス 

国際化推進センターでは、さまざまなレベルやニーズに対応した日本語の授業を提供しています。学部留

学生を主な対象とした日本語科目（４レベル）には、「ビジネス日本語」や「JLPT（日本語能力試験）対策」

の授業もあります。一方、英語で論文を書く予定の大学院生や研究生向けには、集中的に日本語を学ぶコ

ース（３レベル）と、週に 1 回だけ勉強する日本語補講（６レベル）を開講しています。 

 

 

 

 

 

２．チューター・サポーター制度 

主に来日１年目あるいは入学１年目の留学生の勉学面や生活面をサポートする制度です。チューター制度

は交換留学生および研究生、サポーター制度は大学院生の留学生が対象です。また、日本語等の問題で修

学上のサポートが必要な学部 2～4 年生の留学生に対しても、チューターを配置することが可能です。 

 

 

 

 

☆チューター・サポーターとして推薦する学生や手続き等に関してはグローバル推進課

（055-220-8047/8373）にお問い合わせください。 

★チューター・サポーター活動内容でご不明な点や、留学生の様子でお気づきの点がありましたら、留学

生相談室（担当:伊藤（takaei@yamanashi.ac.jp））までご連絡ください。 

 

３．学内留学生指導・相談体制 

国際化推進センターでは、留学生のための修学・生活上の指導、及び相談を行っています。また、甲府キ

ャンパスには留学生相談室が設置されています。留学生本人のみならず、留学生に関わる教職員や日本人

学生からの相談にも対応しています。 

 

 

 

 

★国際化推進センターの留学生相談室： 

担当教員：伊藤孝恵  E-mail: takaei@yamanashi.ac.jp   内線：8753 

 

 

 

⇒国際化推進センターが提供する～プレイスメント・テストを受けるよう、ご指導ください。 

⇒英語で研究指導をなさる場合でも、留学生には日常会話程度の日本語力が必要です。また、留学生が

日本での就職を希望する場合は、大学院卒であれば JLPT N2 以上、学部卒であれば JLPT N1 以上の日本

語力が求められます。 

⇒ボランティア精神と交流・学習意欲に富んだ学生をご推薦ください。 

⇒指導教員の立会いの下、チューター・サポーターと留学生との顔合わせと活動内容の確認をお願いし

ます。その際、チューター・サポーターに過剰な負担にならないようご配慮をお願いします。 

⇒活動が円滑に行われているかどうかを適宜ご確認ください。 

国際化推進センター以外でも様々な指導・相談が行われています。問題の未然防止あるいは初期解決の

ため、留学生に以下の相談体制についてもご案内ください。 

◆学生相談室（学生支援課・学務課）◆保健管理センター ◆学生サポートセンター ◆クラス担当教員

◆キャンパス・ハラスメント相談員  など 
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１．授業料免除・各種奨学金制度 
授業料免除や留学生を対象とした奨学金制度があります。 

奨学金には、私費外国人留学生を対象とした日本政府奨学金（留学生受入れ促進プログラム）と民間団体

等の奨学金があります。ただし、これらの奨学金は、申請時に山梨大学に在籍していることと、在留資格

が「留学」であることを申請の条件としています。 

なお、授業料免除・奨学金の受給は非常に厳しい状況にあり、申請すれば必ず受給されるというものでは

ありません。 

 

 

 

 

２．民間アパートなどを借りるとき 
「留学生住宅総合補償」は、留学生の家賃滞納等による保証人の損害を補償するものです。この制度は万

一の火災等の損害補償にも対応しています。連帯保証人が必要な場合、「留学生住宅総合補償」に加入する

ことを条件に、学部生については当該学部長、大学院生については当該研究科長又は専攻長が連帯保証人

になることが決められており、最終的には本補償及び山梨大学外国人留学生後援会が補償します。 

 

 

 

☆「留学生住宅総合補償」への加入手続きはグローバル推進課で行っています。 

☆ご不明な点はグローバル推進課にお問い合わせください。 

 

３．アルバイト（資格外活動）のための手続き 
「留学」という在留資格でアルバイトを行う場合、出入国在留管理局長の許可を受けるために資格外活動

許可の手続きをする必要があります。グローバル推進課で申請書類を配布しています。正規生、研究生、

科目等履修生とも週 28 時間（ただし、山梨大学の長期休業期間中は１日８時間）以内と決められています。 

山梨大学で正規生がティーチング・アシスタント（TA）およびリサーチ・アシスタント（RA）をする場合、

資格外活動許可は必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆資格外活動に関する申請書類については、グローバル推進課にお問い合わせください。 

 

４．在留期間の更新手続き 
在留資格が「留学」の在留期間は３ヶ月～４年３ヶ月が有効期間となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆期限の切れる３ヶ月前から更新手続きをすることができます。また、卒業・修了後に就職活動を継続す

る場合は「在留資格変更許可」の申請手続きをしなければなりません。詳しいことや提出書類については

グローバル推進課にお問い合わせください。 

⇒募集情報はその都度学内掲示板（YINS-CNS）に掲示されますので、注意して見るようご指導ください。 

⇒各種申請には、指導教員等の推薦書が必要な場合がありますので、ご対応をよろしくお願いします。 

⇒アパートを借りる留学生には、「（財）日本国際教育支援協会」による「留学生住宅総合補償」への加

入を勧めてください。 

⇒ 許可されているアルバイトの時間を超えないようにご指導ください。ただし、TA、RA の活動時間は

上記の上限時間に含まれません。 

⇒アルバイトの申請の最初の手続きとして、指導教員の許可が必要です。アルバイトが勉学に支障が

ないかどうか十分にご確認の上、「資格外活動の副申について」の書類に指導教員の署名、押印をお願

いします。 

⇒留学生が許可なしにアルバイトを行ったり、法律上禁止されているアルバイト（風俗営業又は風俗

関連営業、ギャンブル性の高いもの等）を行なったりしないようにご指導ください。 

 

⇒在留期限が切れたら「不法滞在」です。早めに更新手続きを行うようにご指導ください。 

⇒在留期間が残っていても「留学」の条件を満たさなくなった時点で在留資格の変更、もしくは帰国

しなければなりません。特に研究生や科目等履修生についてはご注意ください。また、休学する場合

も速やかに帰国しなければなりません。 

⇒標準修業年限で卒業・修了が見込めない留学生については、本人の理由書並びに指導教員等による

「指導の経過及び今後の指導方針説明書」（様式自由）を提出しなければなりません。ご協力をお願い

します。 



 

 

５．一時帰国・国外旅行のための手続き 
留学生が一時出国をする際には、指導教員の確認を得たことを証明する「一時帰国・国外旅行届」を大学

長宛に提出することになっています。また、一時出国と再入国時には、入国審査官に在留カード及び有効

な旅券を提示します。出国後１年以内（在留期間が１年未満の場合は在留期限まで）に再入国する場合は、

一時出国の時に空港で「みなし再入国許可」を得る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

☆「一時帰国・国外旅行届」は留学生がグローバル推進課に提出します。手続きに関するご不明な点はグ

ローバル推進課にお問い合わせください。 

 

６．宗教・思想・信条の尊重 
 

 

 

 

 

 
 

１．各種保険への加入 

３ヶ月以上日本に滞在する場合、国民健康保険へ加入が義務付けられています。 

また、留学生は、正課や学校行事、大学に届け出た課外活動中、及び通学中の事故による怪我等を補償す

る「学生教育研究災害傷害保険」と「学生教育研究災害傷害保険付帯賠償責任保険」に、山梨大学外国人

留学生後援会からの支出で、全員加入しています。 

 

 

 

 

 

 

２．学外活動への参加 
学外のイベント等へはあくまで個人の責任で参加することになります。これらの中には予想しない内容、

特に政治活動や宗教勧誘、悪質なセールスが隠れていることもあります。 

 

 

 

 

★☆主催団体に関しご不明な点があれば、国際化推進センター、グローバル推進課、又は医学域学務課に

お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒「一時帰国・国外旅行届」の提出と、一時出国時に空港で「みなし再入国許可」の手続きを行うよう

ご指導ください。 

⇒奨学金を受給している留学生は、月の初めから終わりまで日本を離れていると、その月の奨学金が支

給されなくなりますので、注意するようお伝えください。 

⇒留学生の社会的・文化的背景はさまざまです。宗教・思想・信条の自由を尊重ください。 

⇒３ヶ月年以上日本に滞在する留学生には、国民健康保険への加入手続きをさせてください。 

⇒留学生の交通事故が多発しています。自動二輪、自家用車及び自転車を運転している留学生には、自

賠責保険はもちろん任意保険への加入もお勧めください。 

山梨県では自転車保険（個人賠償責任保険への加入が義務付けられています。） 

⇒怪しいと思ったら参加せず、参加する場合にもトラブルに巻き込まれないよう十分注意するよう、ご

指導ください。 

⇒個人情報は安易に渡さないよう、注意喚起をお願いいたします。 



 

 

＜問い合わせ先＞ 

山梨大学 国際化推進センター 

 

西﨑 博光 国際化推進センター長  センター長室: 甲府キャンパス B1-224 

  電話: 055‐220‐8361（内線 8361）   E-mail: hnishi@yamanashi.ac.jp 

 

 

宮本 和子（教 授） 研究室: 甲府キャンパス B3-411 

電話: 055‐220‐8595（内線 8595）   E-mail: mkazuko@yamanashi.ac.jp 

 

 

伊藤 孝惠（教 授） 研究室・留学生相談室: 甲府キャンパス B1-220         

電話: 055‐220‐8753（内線 8753）   E-mail: takaei@yamanashi.ac.jp 

 

 

江崎 哲也（教 授） 研究室: 甲府キャンパス B1-219     

電話: 055‐220‐8752（内線 8752）   E-mail: esakit@yamanashi.ac.jp 

 

 

布村  猛（助 教） 研究室: 甲府キャンパス B1-216     

電話: 055‐220‐8709（内線 8709）   E-mail: tnunomura@yamanashi.ac.jp 
 

山梨大学 教学支援部グローバル推進課  
 

【甲府キャンパス】 
 

電話: 055‐220‐8047/8373 

FAX: 055‐220‐8019 

E-mail: yu-study-abroad@ml.yamanashi.ac.jp 

 

 

（2024 年 1 月現在） 
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